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しずおか                                           ２０２０年 ８月 ２８日            

県勤協連ニュース        ３５９・３６０合併号 
                     

静岡県勤労者協議会連合会 

                    TEL・FAX 054-273-5130 

 

                ホームページ   http://kinrokyo.net/shizuoka/ 

                 Ｅ－メールアドレス shizuoka@kinrokyo.net 
  

被爆７５周年原水爆禁止静岡集会開催される 
８月６日、静岡労政会館において『原水爆禁止静岡集会』が開催されました。 

１９４５年８月６日広島に、８月９日長崎に原爆が

投下されて７５年が経過しました。本年は新型コロナ感染

防止のため従来の大規模世界大会は開催できず WEB 方式

の開催となり、静岡集会は初めて静岡市労働会館での集会

となりました。 

 原爆投下から原水禁大会が開催されるまでは、戦後のＧ

ＨＱによる報道統制により広島・長崎の実態も多くの国民

には知らされず、１９５４年ビキニ水爆実験による第５福

竜丸の放射能汚染事件で、日本中に原水爆禁止の平和運動

が始まりましたが、不幸な分裂問題もあり、１９６５年２

月１日原水爆禁止日本国民会議が発足し、核兵器廃絶、被爆者援護、脱原発社会を運動の柱に取り組

んできました。 

 静岡集会は主催団体として県原水禁・県平和センター・県勤労協が呼びかけ、第２３代高校生平和

大使の今永歩さん、長崎派遣代表木下桜さん、杉本千夏さんも参加して開催されました。主催者代表

の橋本勝六氏(社民党県連代表)から原水禁運動を国際社会と取組んできた成果として、１９１７年７

月７日国連において核兵器とそれに関わる全てを国際法で禁止する「核兵器禁止条約」が１２２ヶ国

の賛成で採択されました。現在３９ヶ国が批准されましたが、５０ヶ国が批准できれば条例が発足と

なります。残念ながら世界で唯一の被爆国である日本が米国の傘のもと安全保障が保たれるとして批

准する意思を示していません。 

 また、米国のトランプ大統領はイランとの核合意からの

一方的離脱、米ロＩＮＦ（中距離核戦略）全廃条約からの

離脱、米朝首脳会談の決裂など核戦略が後退してきていま

す。脱原発社会の面からも２０１１年３月１１日東日本大

震災によって発生した福島第１原

発事故から９年が経過しましたが、

事故の全容も確認されていません。

大量の汚染水処理も未解決であり、

廃炉に向けた工程表も明確となっ

ていません。私たちは、更に核兵器廃絶と脱原発社会に向けて運動を高めて

いく集会としたい挨拶されました。 

 高校生平和大使の三名からも力強い核兵器廃絶の取組をしていく決意が表

明されました。集会記念講演として「第五福竜丸～心の航跡」と題して木村

力氏から第五福竜丸乗組員の皆さんからビキニ事件と原水禁運動のとらえ方

などを取材した内容が話されました。 
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☆清水地域勤労協 

「清水平和の塔」清掃活動 

８月２日(日)、日本平運動公園内に設置された金属彫刻『清水平和の塔・

共生』の清掃活動を行いました。 

毎年恒例の奉仕活動で清水地

域勤労協・清水ふれあいユニオン

の１０人が集まり、塔の清掃、磨

き周辺の草刈りを実施しました。

猛暑の中、今年はコロナ禍という

こともあり、全員マスク着用での

作業となりました。 

清水平和の塔は、１９８７年に

議決された「非核平和都市宣言」

を基に市民団体が「平和の塔建

設」のためのカンパ活動を展開し、

１９９３年２月に建立されたも

のです。 

戦後７５年、戦争そのものが風化しつつある昨今ですが、過去の歴史を

忘れないためにも、こうした活動を続けていきたいと思います。 

場所は清水区村松の日本平運動公園（IAI スタジアム）へ上る道路の途

中にあります。 

（通信員 佐野明子） 

 

☆掛川市勤労協 

第６３回定期大会を開催 

コロナによる自粛を受け、掛川市勤労協では６月１４日、西南郷地域

生涯学習センターで、役員の出席という変則形態ではありましたが大会

を無事終了しました。 

大会では概略次の活動方針が確認されました。 

① 役員体制の整備・充実を図ること 

② 政策・制度要求の実現に向けた取り組み 

③ 明るく住みよいまちづくり施策への協力 

④ 護憲・平和・反核・脱原発に向けた取り組み 

⑤ 子ども映画界の展開（後日、本年度は中止と決定） 

⑥ 消費者・ボランティア活動の充実 

⑦ 理容事業の拡充             など 

 

 大会では、他団体とのかかわり、要望事項のとりまとめに向けた意見

集約の方法、アクション１０の効果的な手法、ＩＴを活用した活動の教

宣など、活動方針を補充する意見が提出されました。 

 新型コロナ感染拡大防止に向けた規制等を受け、今後どのように活動が展開できるか定かではない

ところもありますが、市民から存在意義を広く認められ、信頼される勤労協を目指し、できる限りの

活動を展開していきます。 

各地区活動報告 
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会員の皆さんにはお気づきの点、ご意見ご要望などを積極的にお寄せいただき、会員みんなで作り

上げる勤労協活動の創造のため、ご協力ください。 

（掛川勤協Ｎｅｗｓ 第１２４号より） 

 

☆袋井市勤労協 

第６９回定期大会を開催 

 
  ６月７日（日）、袋井勤協開館・会議室において、第６９回定期大会を開催しました。 

今年度の具体的な活動方針は以下の通りです。 

（１） 地域交流活動 

① 会員集会の開催、講習会の開催 

② 日帰りバスツアーの実施 

③ グラウンドゴルフ 

④ 歌声喫茶、フラワーアレンジメント教室の継続 

⑤ 趣味の会、同好会等の会場提供 

（２） 住民福祉 

① 「理・美容室」の利用拡大、サービス向上のための「ポ

イントカード制度」継続 

② 「しずおか子育て優待カード」のＰＲ 

③ 指定店の拡大によるまちの潤いの一役を買う 

④ 物資斡旋や会員農家などの地場産品導入による買い物の

便宜を図る 

⑤ 社協の募金活動やフードバンクへの協力 

（３） 住みよいまちづくり 

① 市政懇談会で市民の困りごとや意見要望を提言、回答を

得る 

② 恒久平和の実現を目指す「平和写真展」の開催（8/24-28 市役所２階ギャラリー） 

③ ボランティア活動への取り組み 

ⅰ：カーブミラー清掃、 ⅱ：グリーンウエーブ活動 浅羽海岸松林下草刈 

（４） 組織の強化 

① 今後の勤協の在り方や会員拡大について、会員の皆さんの提言をいただき、役員会で検討

し具体化を図る 

② 勤協ニュースなどによる情報提供と広報活動を強める 

③ 県勤協連、日本勤協など上部組織や労福協など地域の勤労者と連携を深める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

  

◇◆◇ 勤労協掲示板 ◇◆◇ 

〇２０２０年９月１１日に予定されていた第２回県勤協幹事会を延期します 

〇袋井市勤労協 「平和写真展」 

 日 時 ８月２４日（月）～２８日（金） 

 会 場 袋井市役所２Ｆギャラリー 

〇清水地域勤労協 平和写真展「長崎原爆展」 

日 時 ９月２３日（水）～２９日（火）※最終日は１５時ころから撤収 

会 場 はーとぴあ清水１Fギャラリー（開館時間は９:００～２１:００ ） 

〇掛川市勤労協 非核平和都市宣言アクション１０ 

 日 時 １１月２６日（木）～２９日（日）※最終日は１５時まで 

 会 場 掛川市立中央図書館 

  

 

          

          

年第３回県勤協連幹事会 
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